
平成３０年度とびうめカップ 
審判講習会

平成30年9月16日(日) 
福岡県ハンドボール協会  
審判補佐 川端 祐貴



1／    1／35    

目標・目的: 
大きなケガがなく、みんなが充実感が得られる大会
にするためには、レフェリーをする際にどのような
ことが大切になるかを全チームの関係者が理解する。

内容: 
① 自己紹介 
② 平成３０年度の伝達事項について（抜粋） 
③ レフェリーとして心がけてもらいたいこと 
④ 今後のとびうめカップの在り方

3 min. 7 min.

10 min.
5 min.



 ●自己紹介
 川端 祐貴（かわばた ゆうき） 
 勤務先：福岡県立香椎工業高等学校　英語科教諭 
 ハンドボールの経歴： 
 　H3～5 福岡市城南中学校  県大会ベスト4 
 　H6～8 福岡県立早良高校  IHベスト8・国体優勝 
 　H9～13 九州産業大学  九州学生リーグ ベストセブン 
 　H14～23　福岡教員チーム所属 
 （とびうめカップ・九州クラブ選手権・九州ブロック国体）
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 ●自己紹介
 レフェリーとしての経歴： 
 　H14　　D級取得 
 　H15　　C級取得 
 　H17　　B級取得 
 　H19　　A級取得 
 　H25～　日本ハンドボールリーグレフェリー 
 　H28～　日本ハンドボール協会指名レフェリー 
                 日本ハンドボール協会 サポートスタッフ 
 　　　　　 福岡県ハンドボール協会理事　審判補佐 
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 ●福岡県審判部の現状と課題
 ① 登録者数（H29）７５名 
 　 終身：３名、Ａ：７名、Ｂ：１１名、Ｃ：１７名、Ｄ：３７名 
 ② Ａ級・Ｂ級のうち３０歳以下は２名のみ 
　  ２０才代のＡ級・Ｂ級の育成が急務 
 ③ Ｃ級申請者減少（手帳の未記入、公式大会の機会が少ない） 
 ④ 新規Ｄ級登録者の減少 
 ⑤ カテゴリー間でのアンバランス 
 ⑥ Ａ・Ｂ級の上級審査の受験者の減少 
 ⑦ より効果的な情報の共有
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内容: 
① 自己紹介 
② 平成３０年度の伝達事項について（抜粋） 
③ レフェリーとして心がけてもらいたいこと 
④ 今後のとびうめカップの在り方

目標・目的: 
大きなケガがなく、みんなが充実感が得られる大会
にするためには、レフェリーをする際にどのような
ことが大切になるかを全チームの関係者が理解する。
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 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）

6／35
詳しくは県HPの審判部「コンタクトプレーの正しい見極め」をご覧ください。

（許される行為）



 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）
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 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）
7人攻撃が可能に！
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 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）
治療行為の後は３攻撃出場不可に！
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 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）
パッシブプレーの判定のタイミングが明確に！

10／35



 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）
終了間際３０秒での悪質な罰則にはRD＋7mT！
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 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）
報告書付きのRD→ブルーカード
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 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）
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 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）

14／35
試合終了３０秒前のスローの妨害



 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）
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１名の負傷者✖２名の入場許可



 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）
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シュートブロックされボールを保持したら1カウント！



 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）

17／35

CRとGKとの衝突は必ずRD？



 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）

18／35
無人のゴールの際の7mTの判定



 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）

19／35

得点の取り消しができるのは…



 平成３０年度の伝達事項について（抜粋）
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内容: 
① 自己紹介 
② 平成３０年度の伝達事項について（抜粋） 
③ レフェリーとして心がけてもらいたいこと 
④ 今後のとびうめカップの在り方

目標・目的: 
大きなケガがなく、みんなが充実感が得られる大会
にするためには、レフェリーをする際にどのような
ことが大切になるかを全チームの関係者が理解する。
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 今大会のレフェリーとして心がけてもらいたいこと

① ペアで任務を分担しましょう 
② 近くで判定しましょう！ 
③ 笛の音は大きく吹きましょう！ 
④ 判定の手順を守りましょう！ 
⑤ 危ないと思うプレーには勇気を 
    持って罰則を使いましょう！
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 ① ペアで任務を分担しましょう
コートレフェリーの任務 ゴールレフェリーの任務
ボール付近のプレーを観察 
・フリースロー 
・スローオフ 
・ターンオーバー 
(オーバーステップ・ダブル    
ドリブル・オフェンスファール) 
・罰則

6m付近のプレーを観察 
・得点 
・ラインクロス 
・7mT 
・ピボットプレーヤーの 
   攻防(ブロックプレー) 
・罰則
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 ② 近くで判定しましょう！
・コート内のプレーヤー 
   とボールから決して目を  
   離さない！ 
・正しい判定をするために 
   は、とにかく近くで判定  
   するよう心がける。
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その位置から見て判定
したなら、そうかもと
思わせる位置で！ 
→文句を言われない！ 
   文句を言わせない！



 ③ 笛の音は大きく吹きましょう！
まずは大きく笛を   
吹くことが説得力に  
つながります。徐々に
強弱長短を使い分け 
ながら吹けるように 
練習しましょう！ 
（例）長く強い笛は   
         ターンオーバー
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 ④ 判定の手順を守りましょう！
・判定の手順 
   ①  笛　  
   ②  方向指示〔再開方法〕　 
   ③（必要に応じ）ジェスチャー 
※ 退場を判定するときには、、、 
    ①タイムアウト(ピッピッピッ)　 
    ②ジェスチャー 
    ③（必要に応じ）ジェスチャー
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⑤ 危ないと思うプレーには勇気を持って罰則を使いましょう！

どの罰則を適用するかについての判断基準 
（８：３）
 a) 違反行為をしたプレーヤーの　位置　 
　　・・相手に対して、正面？側面？後方？ 
 b) 違反行為が対象とした　身体の部位　 
　　・・胴体？シュートしている腕？脚？頭部？喉？首？ 
 c) 違反行為の　激しさの程度 
　　・・接触の強度は？相手の動きの速さは？ 
 d) 違反行為の　影響　
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⑤ 危ないと思うプレーには勇気を持って罰則を使いましょう！

ハードプレーとラフプレーの見極め 
（防御プレーヤーの位置と防御行為）
◆ ボールを対象としていない 
◆ 不利な位置から接触を試みた 
⇒  ラフプレー として判定 
　（競技規則８：２、８：３）

横から 
後方から
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⑤ 危ないと思うプレーには勇気を持って罰則を使いましょう！

即座に２分間退場とすべき違反行為
 a) 衝撃の大きい違反行為や、高速で走っている相手に対する違反 
 b) 相手を背後から捕まえ続けること、あるいは引き倒すこと 
 c) 頭や喉、首に対する違反 
 d) 胴体やボールを投げようとしている腕を激しく叩くこと 
 e) 相手が身体のコントロールを失う行為をしようとすること 
　（例：ジャンプ中の相手の足/脚をつかむ。８:５a を参照） 
 f) 高速でジャンプして、あるいは走って相手にぶつかること
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 ・高速（速攻） 
 ・背後から捕まえ続ける 
 ・引き倒す 
 ・頭・喉・首 
 ・投げる腕を激しく叩く 
 ・空中

これらの 
キーワードと 
結びついたら 
即座に2min.!

なぜ？と言われたら8の4！
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内容: 
① 自己紹介 
② 平成３０年度の伝達事項について（抜粋） 
③ レフェリーとして心がけてもらいたいこと 
④ 今後のとびうめカップの在り方

目標・目的: 
大きなケガがなく、みんなが充実感が得られる大会
にするためには、レフェリーをする際にどのような
ことが大切になるかを全チームの関係者が理解する。



④ 今後のとびうめカップの在り方
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両チームが 
・誰もケガをせずにゲームを終える。 
・プレーしても応援しても楽しいゲームにする。 
・これまでの練習や試合の経験を活かして思いきり 
   プレーをして笑顔で終えることができる。



④ 今後のとびうめカップの在り方
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定期的に研修を受け、ルールに精通した 
公認審判員によって大会を運営 

できることによって 

安全に安心して 
ハンドボールを楽しむことができる



④ 今後のとびうめカップの在り方
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努力目標として数年以内に 
各チーム２名以上 

公認審判員資格D級を取得して 
帯同審判制で大会を 

運営したいと考えています。 
より良い大会となるために 

ご理解ご協力をお願いいたします。



④ 今後のとびうめカップの在り方
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D級取得の手順
①県審判講習会（来年２月開催）の  
   同日に行われるD級取得者講習 
   を受講する。  
②その場で審査料等を 
   添えて申請書を提出する。

日程は決定次第HPに掲載します。 
１月頃にご確認ください。



1／    35／ 35   

目標・目的: 
大きなケガがなく、みんなが充実感が得られる大会
にするためには、レフェリーをする際にどのような
ことが大切になるかを全チームの関係者が理解する。

今大会が各チームにとって素晴らしい
大会になることを期待しています。 
御清聴ありがとうございました。


